
様式第二号の九(第八条の四の六関係)

(第1面)

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

年月日 

愛知県知事殿 

届出者 

住所名古屋市天白区中砂町310番地 

氏名名古屋製酪株式会社 

代表取締役日比孝吉 

(法人にあつては､名称及び代表者の氏名) 

電話番号052-831-6688 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき､平成23年度の産業廃棄物処 
理計画の実施状況を報告しますo 

事業場の名称 剿ｼ古屋製酪株式会社大府工場 

事業場の所在地 剔蝠{市横根町坊主山1-118 

事業の種類 剞H料品製造業､飲料.たばこ.飼料製造業 

産業廃棄物処理計画における 計画期間 剳ｽ成23年4月1日～平成23年3月31日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

項目 冦ｩUy&ﾂ�項目 冦ｩUy&ﾂ�

排出量 迭ﾃs#�B�全処理Lt委託量 �2ﾃcs'B�

自ら再生利用を行う 微B�優良認定処理業者-の 微B�
産業廃棄物の量 剌�揶ﾏ託量 

自ら熱回収を行う 微B�再生利用業者-の �2ﾃ�展B�

産業廃棄物の量 剌�揶ﾏ託量 

自ら中間処理により減量する �"ﾃ�C③�認定熱回収業者-の 微B�

産業廃棄物の量 剌�揶ﾏ託量 

自ら埋立処分又は 微B�認定熱回収業者以外の 微B�
海洋投入処分を行う 剩M回収を行う業者-の 
産業廃棄物の量 剌�揶ﾏ託量 

※事務処理欄 � 

(日本工業規格　A列4番)



ー計画の実施状況 劔J(産業廃棄物の種類:廃酸) 

有償物盈 

.不要物等発生盈 � � 剋ｩら直接 再生利用した畳 ��劔自ら中間処理した後 再生利用した量 �8,ﾈ*H+�I�iy駅��ｼh�"ﾘ,ﾈ�yﾘ勾�X猛�u�#�3��u8,ﾈ*H+�ﾘ���Di.��ｼh�"ﾘ,ﾈ�yﾘ鋹�X披�t薬�
②o ��剪�⑧o 

排出量 ��俾�.y+ﾉ�ｩhIzx�Zｨ+X+ﾘ�B�

①2030 �� �&��

自ら中間処理した後 自ら埋立処分又は 海洋投入処分した畳 

A_I.甲田 剋ﾀ潰催 劍齪.y(hｭH�yﾒ�+X+ﾘ猛� 剋ｩら中間処理した 後の残さ盈 ��

①排出量 �2,030 � ��ｦ�� ��⑥o �� ���

②+⑧自ら再生利用を 行った盈 �0 剩��� 剪�

⑤自ら熱回収を行った盈 �0 劍t8,ﾈ*H+�ﾘ����/�ﾗ8,�+ﾘ披�剋ｩら中間処理によ り減盈した盈 劔+ﾉ�ｨｷ�-�齪.r�(hｭH�yﾘ+X+ﾘﾎ8,ﾂ��yﾘ勾�X猛�

⑦自ら中間処理により減 盈した盈 刪�0 劍tV����⑦o 

③+⑨自ら埋立処分又は 梅洋投入処分を行った畳 �0 剪�� 劍t��#�3��⑳のうち熱回収認定 業者以外の 熱匝川又を行う業者 への処理車託盈 ⑱o 

⑳金処理費託盈 �2,030 � 

⑪優良認定処理業者-の 処理費託畳 �0 劔劔剃��

⑫再生利用業者-の処理 委託量 �2,030 劔劔�8,ﾈ*H+�I|y�ﾉ.���yﾘｼh�"ﾘ,ﾂ��yﾙN��X猛�

⑬熱回収認定業者-の処 理垂託畳 �0 

⑯熱回収認定業者以外の 熱回収を行う共著-の処 理費託盈 �0 劔劔�2���

(
淑
2
執
)



l計画の実施状況l(産業廃棄物の種類:汚泥) 有償物盈 自ら直接自ら中間処理した後 

不要物等発生塵 排出量 劍ﾜI�iy駅�+X+ﾘ木ﾜI�iy駅�+X+ﾘ�B�t��v��齪.y+ﾉ�ｩhIzx�Zｨ+X+ﾘ猛�

①3072③0露認諾温 

自ら中間処理した後⑱1024 ■■-m-1■!■■■ 
I_..寧日 們��&ﾂ�自㌔讐哲理的30FB誤%Lた桝投入処分した畳 

①排出塵 �2ﾃ�s"�㊨_′3072⑥1024⑨0 

⑳のうち熱回収認定 ②+⑧自ら再生利用を ���

行った畳 冤業者-の処理費託盈 ⑤④宣誓収芸警墓よ中慧憲の⑬0 
⑤自ら熱回収を行った丑 ���

⑦自ら中間処理により減 盈した畳 啌s"ﾃ�C��

⑩⑳のうち熱回収認定 ③+⑨自ら埋立処分又は ���

海洋投入処分を行った盈 勍024熱題誤協者 

⑳金処理車音E盈 ��ﾃ�#B� への処理委託盈 

⑪優良認定処理業者-の 処理車託丑 ���l⑭o 

⑫再生利用業者-の処理 垂託畳 ��ﾃ�#B�⑬のうち優良認定 

処理業者-の 処理垂託盈 
⑬熱回収認定業者-の処 理費託畳 ���

⑪ ⑱熱回収認定業者以外の ���
熱回収を行う業者-の処 理委託盈 �0 

(
報
2
執
)



l計画の実施状況 劔I(産業廃棄物の種類:燃えがら) 

有償物盈 

.不要物等発生盈 � � 剋ｩら直接 再生利用した量 ��劔自らEP間処理した後 再生利用した塵 �8,ﾈ*H+�I�iy駅��ｺI)ぺ,ﾈ�yﾘ鋹�X猛�tｳ#B�u8,ﾈ*H+�ﾘ���Di.��ｺI)ぺ,ﾈ�yﾙN��X��tﾆ��
②o ��剪�⑧o 

排出量 ��俾�.y+ﾉ�ｩhIzx�Zｨ+X+ﾘ�B�

①24 �� �&��

自ら中間処理した後 自ら埋立処分又は 海洋投入処分した畳 

`.野田 剋ﾀ演値 劍齪.y(hｭH�yﾒ�+X+ﾘ猛� 剋ｩら申開処理した 後の洩さ盈 ��

①排出量 �24 � ���ﾆ�� ��⑥o �� ���

②+⑧自ら再生利用を 行った盈 �0 剩��� 剪�

⑤自ら熱回収を行った盈 �0 劍t8,ﾈ*H+�ﾙYx��/�ﾗ8,�+ﾘ披�剋ｩら中間処理によ り減盈した畳 劔+ﾉ�ｨｷ�-�齪.r�(hｭH�yﾘ+X+ﾘﾎ8,ﾂ��yﾘ勾�X猛�

⑦自ら中間処理により減 盈した畳 �+`0 劍tF����⑦o 

③+⑨自ら埋立処分又は 梅揮投入処分を行った畳 �0 剪�� 劍u2�#B�⑳のうち熱回収羅定 業者以外の 熱回収を行う共著 -の処理番託盈 ⑭o 

⑳全処理垂託盈 �24 � 

⑳優良認定処理業者-の 処理費託畳 �0 劔劔鳴�

⑫再生利用業者-の処理 委託畳 �24 劔劔�8,ﾈ*H+�I|yDi.���yﾘｼh�"ﾘ,ﾂ��yﾘ鋹�X�B�

⑬熱回収認定業者-の処 理垂託畳 �0 

⑭熱回収認定業者以外の 熱回収を行う業者-の処 理車託盈 �0 劔劔�｢���

(
鴻
2
執
)



Jt 綿ﾇh柯,ﾈ��邵�8ｻT宙蝌ｼiG�ｯﾉZ�,ﾈ顥}��IG�7h8�5�6�6(4驀竰�tﾈ�Z�ﾒ�齪.y+ﾉ�ｨ齪.y(hｭH�yﾘ+X+ﾘﾎ2�i N 

･不-等発生盈②再生利冒した.&⑧再生利冒した畳 排出丑自ら直接埋立処分した塵 

①41③0是認慧温 

自ら中間処理した彼⑱4 

潮来舶自聖賢理由駕漂賢た豪農欝温 

①排出盈41④-′0⑥0⑨0 佛��

票三要量ら再生利用をoI霊窟霊悪霊芸悪霊 

蛋;L妄芸器芸書書芸芸≡⑤④讐竺芸讐よ中慧磐の⑩0 

慧慧蓋蓋慧蓋等雪詣401⑩41顎露 
悪霊墓悪霊処鵬者-のoL⑯o 

毒萎裏芸芸書芸芸書芸;⑳憲定 
⑳熱回収瓢定業者以外の⑪ 
熱回収を行う業者-の処oO 
週番託畳 



I計画の実施状況-(産業廃棄物の種類‥動植物性残渡) 有償物丑 自ら直接自ら【日間処理した後 

不要物等舶盈②再生利冒した塵⑧再生利冒した盈 排出畳自ら直接埋立処分した畳 

①539③0度認諾温 

自ら中間処理した後⑫0 

`一項日 們�8)&ﾂ�白髪豊埋自宅濫た豪農筑荒 

①排出畳 鉄3��㊨-o⑥o⑨o 

②+⑧自ら再生利用を 行った畳 ���⑳のうち熱回収認定 

共著-の処理費託畳 

⑤自ら熱回収を行った盈 ���⑥④讐収@B讐墓よ申-SE8%*Y:fb:Blaの⑬0 
⑦自らに日間処理により減 盈した畳 ���

③+⑨自ら埋立処分又は 梅坪投入処分を行った盈 ���⑩⑳のうち熱回収認定 

539熱題器協者 
⑳金処理垂託丑 鉄3�� -の処理車託畳 

⑪優良認定処理業者-の 処理委託量 ���l⑱o 

⑫再生利用業者-の処理 委託量 ���⑳のうち優良認定 処理業者-の 

⑬熱回収誰定共著-の処 理車託量 ���
処理垂託丑 

⑳熱匡r収藩定業者以外の ���⑪ 

熱回収を行う業者-の処 理萎託畳 �0 

(
沸
2
執
)



暮計画の実施状況 劔I(産業廃棄物の種類:廃油) 

有償物塵 

･不要物等発生盈 � � 剋ｩら直接 再生利用した畳 ��劔自ら中間処理した後 再生利用した畳 �8,ﾈ*H+�I�iy駅��ｺI)ぺ,ﾈ�yﾘ鋹�X�B�xfﾆ��u8,ﾈ*H+�ﾙ��ﾉ_ｨ攣.��ｼh�"ﾘ,ﾈ�yﾙ�)�X猛�tﾆ��
②o ��剪�⑧o 

排地量 ��俾�.y+ﾉ�ｩhIzx�Zｨ+X+ﾘ猛�

①10 �� �&��

自ら中間処理した後 自ら埋立処分又は 海洋投入処分した畳 

`.琴ET 剋ﾀ演値 劍齪.y(hｭH�yﾒ�+X+ﾙ��� 剋ｩら中間処理した 後の残さ塵 ��

①排出量 �10 � ���ﾆ�� ��⑥o �� ���

②+⑧自ら再生利用を 行った盈 �0 剩��� 剪�

⑤自ら熱回収を行った畳 �0 劍t8,ﾈ*H+�ﾘ����/�ﾗ8,�+ﾙ���剋ｩら中間処理によ り減量した盈 劔+ﾉ�ｨｷ�-�齪.r�(hｭH�yﾘ+X+ﾘﾎ8,ﾂ��yﾘ勾�X猛�

⑦自らEFT間処理により減 免した塾 刧�0 劍tV����⑦o 

③+⑨自ら埋立処分又は 海洋投入処分を行った畳 �0 剪�� 劍t�����⑳のうち熱回収認定 業者以外の 熱回収を行う業者 -の処理費託畳 ⑱o 

⑳金処理車託盈 �10 � 

⑫優良羅定処理共著-の 処理委託量 �0 劔劔白�

⑫再生利用業者-の処理 費託畳 �10 劔劔��,ﾈ*H+�I|yUｩ.���yﾘｼh�"ﾘ,ﾂ��yﾘ鋹�X猛�

⑳熱回収誰定業者-の処 理費託畳 �0 

⑳熱回収認定業者以外の 熱回収を行う業者-の処 理車託盈 �0 劔劔�����

(
鴻
2
卦
)



I計画の実施状況 劔日産業廃棄物の種類: 劍4ｸ8�5厭竰�

有償物畳 

･不要物等発生塵 � � 剋ｩら直接 再生利用した畳 ��劔自ら中間処理した後 再生利用した盈 �8,ﾈ*H+�I�iy駅��ｼh�"ﾘ,ﾈ�yﾙ�)�X猛�tｳB�u8,ﾈ*H+�ﾘ���Di.��ｼh�"ﾘ,ﾈ�yﾙMI�X�B�tﾆ��

②o ��剪�⑧o 

排.出盈 ��俾�.y+ﾉ�ｩhIzx�Zｨ+X+ﾘ猛�

①4 �� �&��

自ら中間処理した後 自ら埋立処分又は 海洋投入処分した丑 

I.額田 剋ﾀ演値 劍齪.y(hｭH�yﾒ�+X+ﾒ� 剋ｩら中間処理した 後の碗さ畳 ��

①排出盈 �4 � �堤&�� ��⑥o �� ���

②-ト⑧自ら再生利用を 行った畳 �0 剩��� 剪�

⑤自ら熱回収を行った塵 �0 劍t8,ﾈ*H+�ﾘ����/�ﾗ8,�+ﾘ猛�剋ｩら中間処理によ り減量した畳 劔+ﾉ�ｨｷ�-�齪.r�ｨｭH�yﾘ+X+ﾘﾎ8,ﾂ��yﾙ�)�X猛�

⑦自ら中間処理により減 盈した塵 �0 劍tF����⑦o 

③+⑨自ら埋立処分又は 海洋投入処分を行った畳 �0 剪�� 劍u2�B�⑳のうち熱回収認定 業者以外の 熱回収を行う業者 -の処理費託畳 ⑱o 

⑳金処理費託盈 �4 � 

⑪優良誰定処理業者-の 処理委託量 �0 劔劔鳴�

⑫再生利用業者-の処理 委託量 �4 劔劔�8,ﾈ*H+�I|yDi.���yﾘｼh�"ﾘ,ﾂ��yﾙ�)�X披�

⑬熱回収認定共著-の処 理委託量 �0 

⑳熱回収認定業者以外の 熱回収を行う業者-の処 理重吉亡丑 �0 劔劔�｢���

(
沸
2
執
)



t計画の実施状況 劔∫(産業廃棄物の種類;引火性廃油) 

有償物盈 

･不要物等発生盈 � � 剋ｩら直接 再生利用した畳 ��劔自ら中間処理した後 再生利用した畳 �8,ﾈ*H+�I�iy駅��ｺI)ぺ,ﾈ�yﾙ�)�X猛�u���u8,ﾈ*H+�ﾘ���Di.��ｼh�"ﾘ,ﾈ�yﾘ勾�X猛�tﾆ��
②o ��剪�⑧o 

排出畳 ��俾�.y+ﾉ�ｩhIzx�Zｨ+X+ﾘ猛�

①o �� �&��

自ら中間処理した後 自ら塊立処分又は 梅洋投入処分した畳 

I.野田 剋ﾀ演償 劍齪.y(hｭH�yﾒ�+X+ﾘ猛� 剋ｩら中間処理した 後の残さ盈 ��

①排出畠 �0 � �陳踉� ��⑥o �� ���

②十⑧自ら再生利用を 行った塵 �0 剩��� 剪�

⑤自ら熱回収を行った畳 �0 劍t8,ﾈ*H+�ﾘ����/�ﾗ8,�+ﾘ披�剋ｩら中間処理によ り減量した盈 劔+ﾉ�ｨｷ�-�齪.r�(hｭH�yﾘ+X+ﾘﾎ8,ﾂ��yﾙN��X猛�

⑦自ら中間処理により減 量した盈 刪�0 劍tV����⑦o 

③+⑨自ら埋立処分又は 海洋投入処分を行った畳 �0 剪�� 劍u2���⑳のうち熱回収誰定 業者以外の 熱匿い牧を行う業者 -の処理呑託盈 ⑱o 

⑳全処理車託盈 �0 � 

⑪優良藩定処理共著-の 処理車託畳 �0 劔劔鳴�

⑫再生利用業者-の処理 委託量 �0 劔劔��,ﾈ*H+�I|yLｹ.���yﾘｼh�"ﾘ,ﾂ��yﾙ�)�X�B�

⑬熱匝日収蕗定業者-の処 理垂託畳 �0 

⑱熱回収認定業者以外の 熱回収を行う業者-の処 理車託丑 �0 劔劔�｢���

(
瀬
2
執
)



(第3面)

備考

1翌年度の6月30日までに提出すること｡

2　｢事業の種類｣の欄には､日本標準産業分類の区分を記入すること｡

3 ｢産業廃棄物処理計画における目標値｣の欄に臥項目ごとに､産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること｡

4　第2面に臥前年度の産業廃棄物の処理に関して､ ①～⑯の欄のそれぞれに､ (1)から(14)

に掲げる量を記入すること｡

(1) ①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2) ②欄(1)の量のうち､中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3) ③欄(1)の量のうち､中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4) ④欄(1)の量のうち､自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄(4)の量のうち､熱回収を行った量

(6) ⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄(6)の量のうち､自ら利用し､又は他人に売却した量

(9) ⑨欄(6)の量のうち､自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

(ll) ⑪欄(10)の量のうち､優良認定処理業者膿乗物の処理及び清掃に関する法律施行令

第6条の11第2号に該当する者) -の処理委託量

(12) ⑬欄(10)の量のうち､処理業者-の再生利用委託量

(13) ⑬欄(10)の量のうち､認定熱回収施設設置者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の3第1項の認定を受けた者)である処理業者-の焼却処理委託量

(14) ⑭欄･ (10)の量のうち､認定熟回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者-の

焼却処理委託量

5　第2面の左下の表に臥項目ごとに､産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること｡

6　産業廃棄物の種類が2以上あるときは､産業廃棄物の種類ごとに､第2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し､当該書面を添付すること0

7　※欄は記入しないこと｡


